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　6月21日から5日間にわたるカナダカルガリー国際大会を終え、2024－25年度ガバナーとしての職務

を全うすることができ、安堵しております。

　今年度の５つの地区活動方針、その筆頭に「女性会員ゼロクラブゼロを目指しましょう」と掲げさせてい

ただきました。昨年6月末女性会員ゼロクラブは64クラブ中23クラブ（36％）でしたが、今年度６月末時

点で1５クラブ（2４％）まで減少し、女性会員数も１３０人から１５４人と２４人増加しました。今後も女性

会員入会予定クラブがあると報告を受けています。ガバナー公式訪問時の意見交換会では会員増強をテー

マにクラブ会員の皆さんからさまざまなご意見をいただき、クラブ会長が中心となって会員全員で取り組むこ

とが必須との覚悟からの成し遂げられた結果であろうと確信しております。

　今年度から女性会員のみで構成された母子の健康増進委員会を設立しました。小田衣代第6分区ガバ

ナー補佐（2027～28年度ガバナー）を委員長として、各分区の女性会員12名で生理の貧困に関する調

査を行い、各地の中学校、高等学校に無償で生理用ナプキンを配布しました。小生も泌尿器科医の立場

から利尻町鬼脇中学校、稚内大谷高校など1４校で「性感染症と避妊の大切さ」をテーマに講演会を開催

し、本題に入る前にポリオ根絶活動を含めた奉仕活動を中心に国際ロータリーに関する情報も提供しまし

た。地元マスコミに取材を受け、ロータリーの公共イメージ向上に貢献できたことと思います。佐渡年度に

おいてもこれらの活動は継続される予定ですので、今後も女性会員の活躍する場を提供し、女性会員増強

に一役買っていただくことを期待しております。

　2024～25年度の地区スローガンは「ロータリーに参画しましょう！誰かのために、あなたのために、自

分のため」です。今年度、ご協力いただきましたパストガバナー、8名のガバナー補佐、地区役員、委員長の

皆様、そして64クラブの会長幹事をはじめ、すべてのロータリアンの皆様、大変お世話になりました。心よ

り感謝いたします。

　佐渡正幸ガバナーは重点目標に会員数2500人達成という具体的な数値を掲げられました。会員増強

→ファンドレイジング→奉仕活動充実→公共イメージ向上→会員増強という好循環を継続していただき、国

際ロータリー第2500地区がますます発展することをご祈念しております。

　最後に3年間支えていただきました大友広明地区幹事をはじめ帯広西ロータリークラブの皆さん、ガバ

ナーという素晴らしい感動、人生最高の体験をさせていただき、本当にありがとうございました。帯広西

ロータリークラブがさらに大好きになりました。これから地区、クラブに対し、微力ながら感謝と恩返しを

させていただきます。今後ともよろしくお願いいたします。

2024－2025年度
国際ロータリー　第2500地区

ガバナー　小　谷　典　之
（帯広西 RC）

ガバナーメッセージ



地区大会 2024年10月12日（土）
2024年10月13日（日）

写真で見る 1年間の軌跡写真で見る 1年間の軌跡
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地区チームラーニングセミナー

会長エレクトラーニングセミナー

2025年3月15日（土）

2025年4月12日（土）
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国際大会 （カルガリー）

クラブリーダーシップラーニングセミナー

2025年6月21日（土）
2025年6月26日（木）

2025年4月13日（日）
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豊富ロータリークラブ 稚内南ロータリークラブ

利尻ロータリークラブ 利尻島ロータリークラブ

礼文ロータリークラブ 稚内ロータリークラブ

紋別港ロータリークラブ 滝上ロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年7月8日 2024年7月8日

2024年7月9日 2024年7月10日

2024年7月10日 2024年7月11日

2024年7月16日 2024年7月17日
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北見ロータリークラブ 北見西ロータリークラブ

北見東ロータリークラブ 厚岸ロータリークラブ

浜中ロータリークラブ 根室ロータリークラブ

斜里ロータリークラブ 清里ロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年7月18日 2024年7月18日

2024年7月18日 2024年7月22日

2024年7月23日 2024年7月23日

2024年7月24日 2024年7月24日

Rotary International District 2500

9



網走西ロータリークラブ 網走ロータリークラブ

雄武ロータリークラブ 留辺蘂ロータリークラブ

士別ロータリークラブ 中頓別ロータリークラブ

名寄ロータリークラブ 枝幸ロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年7月25日 2024年7月25日

2024年7月26日 2024年7月26日

2024年7月29日 2024年7月29日

2024年7月30日 2024年7月31日
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美深ロータリークラブ 遠軽ロータリークラブ

紋別ロータリークラブ 音別ロータリークラブ

釧路西ロータリークラブ 釧路東ロータリークラブ

釧路北ロータリークラブ 弟子屈ロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年8月1日 2024年8月1日

2024年8月2日 2024年8月5日

2024年8月5日 2024年8月6日

2024年8月7日 2024年8月7日
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美幌ロータリークラブ 中標津ロータリークラブ

広尾ロータリークラブ 根室西ロータリークラブ

釧路ベイロータリークラブ 釧路ロータリークラブ

白糠ロータリークラブ 釧路南ロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年8月8日 2024年8月8日

2024年8月19日 2024年8月21日

2024年8月21日 2024年8月22日

2024年8月23日 2024年8月23日
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美瑛ロータリークラブ 旭川南ロータリークラブ

旭川空港ロータリークラブ 旭川西ロータリークラブ

旭川北ロータリークラブ 上川ロータリークラブ

旭川ロータリークラブ 北海道2500Eロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年8月26日 2024年8月26日

2024年8月27日 2024年8月27日

2024年8月28日 2024年8月29日

2024年8月30日 2024年8月30日
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帯広南ロータリークラブ 芽室ロータリークラブ

帯広東ロータリークラブ 音更ロータリークラブ

帯広ロータリークラブ 旭川モーニングロータリークラブ

旭川東北ロータリークラブ 旭川東ロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年9月2日 2024年9月3日

2024年9月3日 2024年9月4日

2024年9月4日 2024年9月5日

2024年9月5日 2024年9月5日
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帯広北ロータリークラブ 興部ロータリークラブ

上士幌ロータリークラブ 足寄ロータリークラブ

富良野ロータリークラブ 清水ロータリークラブ

帯広西ロータリークラブ

ガバナー公式訪問

2024年9月6日 2024年9月9日

2024年9月11日 2024年9月12日

2024年9月19日 2024年9月26日

2024年9月26日
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国際ロータリー第2500地区
インターアクト地区大会開催報告

　国際ロータリー第2500地区インターアクト地
区大会が帯広大谷高校インターアクトクラブをホ
ストクラブ、帯広北ロータリークラブをホストス
ポンサークラブとして、大会テーマ「地域で輝く
人材へ ～彩り豊かな個性を育もう ! ～  」のもと、
5月10、11日に帯広のとかちプラザを会場に開催
いたしました。
　 ま た 参 加 者
は、地区内で現
在11校 の イ ン
ターアクトクラ
ブが活動してい
ますが、ホストクラブを含め生徒・顧問含め64名
の参加となりました。昨年コロナで中断していた
大会が久しぶりに開催することになり、2年連続
での帯広での開催となりましたが継続して地区大
会を開催出来たことにホッとしております。
　大会初日は開会式に引き続き、短期海外研修の
報告、各校の活動発表、上士幌町役場保健福祉課
　健康増進担当　保健師の松下　恵様の「人と人
とのつながりから優しさあふれる地域をつくる」
をテーマとした記念講演が行われ、その後グルー
プディスカッション、また同時並行で顧問会議を
開催し、夕方からはクイズ等も交えた懇親会が行
いメンバー同士の交流を重ねました。2日目はグ

ループディスカッションの内容発表、ローターア
クトクラブの活動紹介をローターアクト次年度地
区代表の富良野ローターアクトクラブ西田　脩人
様に行っていただき、その後閉会式を行いました。
　2500地区の広大なエリアの中のそれぞれの地
域で活動しているインターアクトの仲間達が1年
に一度集まるこの地区大会ですが、台湾で行った
短期海外研修に参加いただいた各インターアクト
クラブのメンバーを中心に、昨年よりも打ち解け
るのが早く活発なコミュニケーションが図れてい
たことが印象的でした。また若者らしい発想力を
発揮していたことに感銘を受けました
　小谷ガバナーや地区インターアクト委員会をは
じめとする2500地区の皆様、各インターアクト
クラブの顧問の先生、スポンサークラブの皆様の
ご協力もあり無事終了することができました。心
より感謝申し上げます。
　来年度も地区のインターアクト委員会で地区大
会を計画しております。まだ開催地は確定してお
りませんが、委員長の立場でインターアクトクラ
ブメンバーの情報交換・交流・親睦の機会として
の地区大会を開催できるよう取り組んで参りま
す。
　ありがとうございました。

インターアクト委員会　委員長　曽　我　浩　昌
（帯広北RC）
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ローターアクト地区大会の様子を
お知らせいたします

国際ロータリー第 地区ローターアクト
第 回地区大会報告書

日 時： 年 月 日（土） ～
会 場： コミュニティプラザ パラボ（北見市）
ホスト： 北見ローターアクトクラブ
大会テーマ： 「和衷協同」
参加人数： 名 （内ローターアクター 名）

＜当日プログラム＞

～ 開会式（パラボ 階ホール）

～ プログラム（パラボ 階催事場）
•北見市地域おこし協力隊 カーリングサポート隊 物井彩雲 様 講演

•フロアカーリング体験
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位 位 位

会員増員 釧路北 （ 人）
北見 （ 人）
富良野 （ 人）

帯広 （ 人）

会員純増 釧路北 （ 人） 北見 （ 人） 網走 （ 人）

第一ブロック 第二ブロック 第三ブロック

富良野
「bonchi fes in FURANO」

網走

「さんご草ぬりえ展示例会
～未来に繋ぐさんご草～」

帯広
「モルック例会」

•優秀例会クラブ表彰

•永年会員表彰：美幌 川村 修平会員
•卒業式（動画放映）：富良野 板垣 涼太 会員

～ 閉会式
～ 懇親会（ホテル黒部 階宴会場「大雪」）

～ 表彰式・卒業式（パラボ 階ホール）
•会員増員、会員純増クラブ表彰

＜開催御礼＞

国際ロータリー第 地区ローターアクト第 回地区大会に多くの皆様にご参集いただきました
ことを心より御礼申し上げます。

本大会では、北見市常呂町を拠点とするカーリングチーム「ロコ・ソラーレ」の活躍にちなみ、フロア
カーリング体験をプログラムに組み込みました。地域おこし協力隊のカーリングサポート隊にもご協
力をいただき、参加者の皆様にはチーム戦略を練りながら他クラブ・他地区のアクターやロータリア
ンとの交流を深めていただくとともに、北見の地域特色を体感していただくことができました。
第 回という記念すべき大会のホストを務めさせていただき、身の引き締まる思いでありました

が、参加者の皆様に有意義な時間をお過ごしいただけたものと存じます。本大会の開催にあたり、ご
多用の中ご臨席を賜りましたご来賓の皆様、日頃より温かいご支援をいただいております提唱ロー
タリークラブをはじめとする関係各位、そして地区内外からご参加いただきましたローターアクター
の皆様に深く感謝申し上げます。

本来でしたらお伺いの上御礼を申し上げるべきですが、略儀ながら書面にて開催御礼のご挨拶と
させていただきます。

北見ローターアクトクラブ会長 加納 貢
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ガバナー補佐・委員会
活動報告
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第 1分区ガバナー補佐

　 時がたつのも早いもので、約2年前よりの補
佐活動の終わりを告げました。
　思い返せば、我々のクラブ補佐選考は会長経
験者の終了順にと言う申し合わせがあり、早く
から予定されておりましたが今になると漠然と
役をこなしていたのではないかと反省をしてお
ります。
　23年8月に入ると、第一回目の帯広での補佐
会議初めて会うメンバーは地区役員を経験した
時以来のそれぞれ個性的で一安心、しかし以降
はズーム会議が多く勉強しなければ付いて行け
ない講習・・みんな慣れているのか気になって
おります、そうこうしているうちにいよいよ各
クラブ訪問・・・しかし、任期前の各クラブ協
議会での間に於いてそれぞれのクラブ活動を見
ていると独自活動あり、又町のカレンダーに事
業がのっていたり、特色のあるクラブばかりで
大変な刺激がありましたがどちらのクラブも会
員増強の面では努力しているが人口減少ために
難儀しているようです。
　いよいよ公式訪問7月6日帯広中札内での打
合せが終わり公式訪問開始、豊富・稚内南・利
尻・利尻島・礼文・稚内・天塩 小谷ガバナー
による鬼脇中学校・南中・大谷の性の話を正し
く伝える講演、我々一般人ではお話をするよう
な話題ではないが、中学生・高校生が真剣に耳

を傾けている顔を見ているとこれからの時代に
合った、やらなければならないことの一つなの
でしょう、講演会にかかわったことに感謝・感
謝、教育委員会の皆様ありがとうございます。
　地区大会大きな出番があり出席していただい
た各ロータリークラブを紹介、大きな声の返事
に仲間意識が芽生え友情に感謝、やっていてよ
かったなー実感。
　新しい一年が開けて、残っているのは IM と
3月の根室にてスタート。あいにく自分の、か
け持ってる稚内自衛隊入隊歓迎会と重なり欠
席、2分区を除いて何とか全て回りました、道
中は移動距離があるので妻と二人きりの訪問、
しばらく旅行らしいことをしていないのでロー
タリーを理解してもらったのでひと安心、心強
い仲間でもあります。IM は地区ごと実行委員
長の元特色のある会合でロータリーを理解する
のに随所に工夫され目から鱗が落ちる感でし
た、自分の IM も各地の名産をゲームに利用し
盛り上がりをみせ終えることが出来ました。
　約二年間補佐の期間を通じて気の置けない仲
間が増えロータリーの楽しさを理解できるよう
になりました。6月で任期が終えて7月小谷ガバ
ナーとのご苦労さん会、また仲間と逢える楽し
さが一つ増えそうです。

坂　野　泰　雄
（稚内南 RC）

1 年間を振り返って
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第 2分区ガバナー補佐

　 小谷典之ガバナーの下、補佐としての役割を充分に果たしたとは言えませんが、

　　　　　　「人生は出逢いに始まり
　　　　　　　　　　出合いによって創られる」

の通り、帯広の地で一生の友にお会いすることが出来ました。これが、「私の宝」です。
　有難うございます。

猿　谷　繁　明
（名寄 RC）

1 年間を振り返って
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第 3分区ガバナー補佐

　2023年8月にガバナー補佐の予定者になって
直ぐに帯広に集合というメールが届いてからの
ガバナー補佐の活動が始まりました。それから
毎月リアルかズームによる補佐会議が始まりま
した。兎に角実質22ヵ月という長―いガバナー
補佐の活動が始まりました。
　予定者段階での財団補助金セミナー・PETS・
DTTS・各クラブ協議会廻りが終わり、7月から
本当の任期が始まりガバナー公式訪問、そして
一息ついてからの帯広の地区大会とあっという
間の時間が過ぎました。もう1年間働いたので
残りは IM だけだなと思っていたらロータリー
研究会への参加、他地区の地区大会の参加と次
から次へと案内が入り色々勉強させて頂きまし
た。
　その後の年明けからは各分区で行われる IM
に同期ガバナー補佐が集い情報交換しながら
毎週土曜日は酔いつぶれる生活で私はその都度
事故がおきてしまいましたが、この IM 廻りが
本当の意味での同期ガバナー補佐の友情が強く
なったと思います。この素晴らしい習慣は今後
も続けて欲しいと思います。
今後は同期ガバナー補佐会を立ち上げたので定
期的に一緒に旅行に行ったり各分区廻りをして
ロータリーの友情と親睦を図っていきます。
　ガバナー補佐期間中の出来事では写真を掲載

してある様にアーチック会長と記念撮影をした
こと、又、カルガリーの国際大会でも次年度
RI 会長と記念撮影をちゃっかり行ったことは
記憶に残っております。
また6月号のロータリーの友誌の「うちの子」
に自慢の娘が掲載されたことは最高の思い出に
なっております。
　最後に小谷ガバナーとは本当に何処に行って
も夜中迄延々と飲みまくりました、けしてもう
今日は帰ろうと小谷ガバナーは自分からは言わ
ないのですよ。お互いもう年ですからお酒の飲
み方には気を付けましょう。これからはパスト
になるのでくれぐれもお体ご自愛下さい。
　この2年間、本当に楽しい時間を沢山のロー
タリーのメンバーと過ごすことが出来ました事
を心から感謝致します。
　皆様ありがとうございました。

山　北　正　美
（旭川西 RC）

1 年間を振り返って
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第 4分区ガバナー補佐

　 ガバナー補佐を終えるにあたり一言ご挨拶
を申し上げます。
　思えば一昨年、わがクラブよりガバナーを輩
出し、ガバナー事務所を運営し、なお地区大会
を開催する準備で会員が多忙を極めている最
中、持ち回りとはいえ、当クラブより次年度ガ
バナー補佐として誰かを指名しなければならな
い、時の会長の辛い顔が思い出されます。「ガ
バナー補佐に補佐をつけるから」と懇願され、
ガバナー補佐とはどんな役割を担うか特に考え
るいとまもなく引き受けました。
　最初の補佐会議は一昨年の地区大会の前日で
した。その日は地区大会の役目で韓国訪問団の
接待係として市内観光案内を務めておりまし
た。途中抜けて会議に出席したのですが、うわ
のそらでさっぱり耳に入らず困ったものだと思
いながらのスタートでしたが、早いもので20か
月過ぎガバナー補佐の役割を終えようとしてお
ります。
　公式訪問のスタートは紋別港RCからでした。
4分区内各クラブでの「クラブ協議会」「公式訪
問例会」を考えると不安でしたが、会長・幹事
の方々の心くばりと協力により速やかに公式訪
問例会を終えることが出来ました。各クラブが
その町に合った事業、町の事業に共同参画をす
るなどクラブ運営がしっかりなされていること

を強く感じさせていただきました。
　式典では紋別 RC 創立70周年と遠軽 RC 創立
65周年に参加させていただきました。それぞれ
個性あふれるすばらしい式典でした。「ロータ
リーに参画しましょう。誰かのために、自分の
ために」小谷ガバナーの地区テーマのもと、大
変貴重な体験をすることが出来ましだ。
　また、各分区の IM に参加させていただき、
各地の IM を目の当たりにして勉強させていた
だきました。懇親会では楽しいひと時を過ごさ
せていただき、感謝を申し上げます。
　終わりにあたり、小谷ガバナーを始め各分区
のガバナー補佐の皆様には大変お世話になりま
した。また、4分区内会長・幹事、ロータリー
メンバーの皆様のおかげで私の補佐としての仕
事も無事終えます。さらに、紋別港 RC の会長・
幹事、IM 実行委員長・幹事と会員皆様に感謝
申し上げます。
　ロータリアンの皆様のご健勝を祈念し挨拶と
させていただきます。

中　山　憲　一
（紋別港 RC）

1 年間を振り返って
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第 5分区ガバナー補佐

　今年度、小谷典之ガバナーのもと、第5分区
のガバナー補佐として1年間、大変貴重な経験
をさせていただきました。この任をお引き受け
できたのも、ひとえに私の所属する北見西ロー
タリークラブの皆さまお一人おひとりの温かい
ご支援、ご協力のおかげであり、心より感謝申
し上げます。
　活動は、小谷年度が始まる1年以上前、帯広
で開催されたガバナー補佐会議への出席から
スタートいたしました。緊張の面持ちで臨んだ
初会合では、ガバナーを支える地区役員の皆さ
まや他分区のガバナー補佐の皆さまと顔を合わ
せ、地区方針や年間スケジュール、そして補佐
としての職務についてレクチャーを受けまし
た。最初は不安と緊張で押しつぶされそうでし
たが、会議を重ねるごとに相談し合い、助け合
い、友情を深めながら、ロータリーへの理解も
少しずつ深めることができたことは、私にとっ
て大きな学びとなりました。
　いざ職務が始まると、最初の大きな関門が「ク
ラブ協議会」でした。ガバナー補佐の役割とし
て、RI のテーマや小谷ガバナーの方針をしっ
かりとお伝えし、分区内の各クラブが1年間滞
りなく活動できるよう見守っていく責務は、想
像以上に緊張の連続でした。特に小谷ガバナー
の公式訪問時には、各クラブの特徴や素晴らし

い点を正確にお伝えできるよう努めたことが、
結果としてクラブ協議会の成功につながったの
ではないかと感じています。
　おかげさまで公式訪問の際には、自然体で臨
むことができ、訪問先のクラブの皆さまと親し
く交流することができました。また、移動や待
ち時間などの合間に、小谷ガバナーからロータ
リーに関する貴重なお話を伺えたことも、今と
なっては大きな財産です。
　一方で、当クラブとして開催すべきインター
シティミーティング（IM）の準備もありました。
10名を超える新入会員を迎えた当クラブにとっ
て、運営面に一抹の不安もありましたが、新旧
会員がうまく融合し、協力して取り組んだ結果、
納得のいく素晴らしい IM となりました。
　このように、多くの方々のお力添えをいただ
きながら、忙しくも充実した1年を過ごすこと
ができました。来年度は一クラブ会員として、
これまで支えてくださった皆さまに少しでも恩
返しができるよう、精一杯努めてまいりたいと
思います。
　1年間、本当にありがとうございました。

松　浦　信　一
（北見西 RC）

1 年間を振り返って
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第 6分区ガバナー補佐

　早いものでもう一年の月日が流れてしまいま

した。

　各クラブの会長、幹事様はじめ会員皆様のご

協力で何とか職責を果たすことができました。

クラブ公式訪問は3回、クラブ協議会、ガバナー

公式訪問と5回の訪問をさせていただきました。

　クラブ公式訪問では好意と友情をもって温

かく迎えていただき感謝申し上げます。また、

IM の開催には皆様の協力のもと、素晴らしい

ものとなりました事、心より感謝申し上げます。

　地域の他の団体との奉仕活動や青少年育成活

動に力を入れ取り組んでいるクラブ、又、会員

増強が思うように進まないなど苦悩を抱えなが

らも地域のニーズに沿った奉仕活動など特色あ

るクラブ運営に尽力されているクラブなど、魅

力あるクラブへの活動も行い、一人ひとりが

しっかりしたロータリーに対する考えを持って

いると感じました。

　他の分区の IM に参加したことも、大変勉強

になりました。ロータリーの在り方への参考と

なり、多くを学ばせていただき、又、貴重な体

験をさせていただきました。そしてまた楽しい

一年でした。

　最後に RI 第2500地区第6分区の各クラブの

発展と会員皆様のご活躍を祈念いたしまして、

退任の挨拶といたします。

小　田　衣　代
（帯広南 RC）

1 年間を振り返って
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第 7分区ガバナー補佐

　2024-2025年度 国際ロータリー第2500地区 
第７分区のガバナー補佐を務めさせていただき
ました佐々木 勉です。皆様に支えられ、なん
とか無事に任期を全うすることが出来ますこと
に、心より感謝申し上げます。
　振り返れば、2023年8月26日に帯広で開催さ
れた「第1回ガバナー補佐研修会議」が始まり
でした。「ガバナー補佐就任までの準備と職務」
と題し、小谷ガバナー（当時はエレクト）か
ら、ガバナー補佐としての心得や、実施しなけ
ればならないことなど、ご指導いただきながら
も、新年度のスタートまでに準備しておかなけ
ればならない案件の多さや、その責任の重さに
戸惑ったものであります。
　特に、各クラブの次年度のためのクラブ協議
会に出席することは、私にとって非常にプレッ
シャーのかかることでした。第７分区では、各
クラブ会長・幹事はじめ各委員会の委員長から
活動計画について発表していただき、最後にガ
バナー補佐が講評を述べるという流れになって
おります。私のようなロータリー歴の浅い者が、
各クラブの活動計画に講評など述べてよいの
だろうかと自問しながらも、役目と割り切って
対応させていただきました。講評の内容に勘違
いや誤解、また失礼があってはいけないと思い
ながら各クラブの活動計画書を拝読させていた
だきましたが、これほど真剣にクラブ活動計画
書を読んだことがあったであろうかと思うほど
時間をかけて読み込んだことを懐かしく思いま
す。
　但し、講評に関しては、「独りよがりの思い
込みに陥ってはいなかっただろうか」と、今思
い返しても冷や汗が出てきます。

　いずれにしましても、限られた時間の中で活
動計画書を準備していただき、お忙しい中スケ
ジュール調整をしてクラブ協議会を開催してい
ただきました各クラブの会長・幹事様ほか関係
者の皆様には、この場をお借りして改めて御礼
申し上げます。
　また、ガバナー補佐としての最大の事業でも
あります IM につきましては、釧路東ロータリー
クラブとしては実に10年ぶりにホストを務めさ
せていただきました。中村圭佐実行委員長をは
じめとする実行委員会の皆様、講師を務めてい
ただきました小船井修一パストガバナーはじめ
ご協力いただいたロータリアンの皆様、そして、
遠くからご臨席いただきました小谷ガバナー、
大友幹事、同期のガバナー補佐の皆様、本当に
ありがとうございました。
　ガバナー補佐として数多くのクラブ訪問や行
事への出席、会員の皆様との対話を通じて、ロー
タリーの持つ力と温かさを改めて実感した一年
でした。それぞれのクラブが地域に根差し、奉
仕の精神を実践している姿に、大いに学び、ま
た励まされました。
　第7分区の会長・幹事様には、会長幹事会、
クラブ協議会、分区事業の実施に際しまして、
深いご理解とご協力をいただき、大変お世話に
なりました。
　時には困難な局面や、判断を迫られる場面も
ありましたが、クラブ会長の皆様や幹事、会員
の皆様のご協力とご助言に支えられ、無事務め
させていただきましたことに心より感謝申し上
げます。
　１年間？いや22カ月間大変お世話になりあり
がとうございました。

佐 々 木　　勉
（釧路東 RC）

1 年間を振り返って
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第 8分区ガバナー補佐

　一昨年8月帯広の地に於いて、第1回目の補佐

研修会議が開かれ、補佐としての任がスタート

しました。それから1年10ヶ月後の6月末に補

佐として任が解かれます。

　前半は補佐としての役割を主体に研修が行

われ、昨年の3月の会長エレクト研修セミナー

（PETS）後から実質的な活動が開始されました。

分区内における地区財団補助金の有・無、分区

内各クラブの活動計画書の提出要請、クラブ協

議会への参加等々と今年度のスタート前までの

役割が重く、短期間で終了しなくてはならない

時間的な制約もあり多忙な日々を過ごしていた

と思います。

　他方、分区内各クラブの協力体制は良好で、

これに関しては各クラブ会長・幹事の皆さんに

は御礼を申し上げたいと思います。

　今年度スタート後の公式訪問に於いても各ク

ラブの受け入れは万全で、ガバナー方針に沿っ

た協議にも様々な視点で意見交換が出来たと思

います。公式訪問終了後には、地区大会に補佐

の立場で参加して良い思い出と経験をさせても

らいました。

　続いて補佐の一大行事であります I・M につ

いては、私の描いたとおりの手作り感、地元感、

未来にむけての想像を充分に反映できた I・M

だったと思います。主催した根室クラブの皆さ

んには感謝しかありません。

そして多数の参加をいただいた分区内の各クラ

ブにも同様に感謝申し上げたいと思います。ま

た、他の分区の I・M にも参加させていただき、

大変有意義でありました。

　最後に、アグレッシブな小谷ガバナー並びに

大友地区幹事そして他分区の7名の補佐との出

会いは私の人生の宝物です。補佐として大変貴

重な体験をすることができました。全ての皆さ

んに感謝と御礼を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

富　山　　　誠
（根室 RC）

1 年間を振り返って
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RLI 委員会

RLI 開催	 パートⅠ	 2024年11月10日	 オンライン
	 パートⅡ	 2025年  1月19日	 オンライン
	 パートⅢ	 2025年  3月16日	 オンライン	 全課程修了者　26名
	 卒後コース	 2025年  6月  8日	 帯広市	 卒後コース修了者　10名

　2500地区で RLI を実施したいという葭本パ
ストガバナーの思いのもと、2019－20年度に
当時のガバナーエレクトや地区役員が札幌でＤ
Ｌ（ディスカッションリーダー）の研修を受け、
開催準備をしていたところにコロナウイルスに
よって活動が中止。2021－22年度にＲ LI 推進
室が動き出し鶴見パストガバナーが現在のオン
ライン開催の仕組みを整えてくださいました。
その翌年から委員会が発足しこの４年間で115
名のロータリアンに修了証とバッチが授与され
ています。
　現在ファシリテーターの登録は30名。今期稼
働したファシリテーターは17名でした。
　次は釧路ベイ RC の森圭一郎委員長にバトン

タッチとなります。これからの課題は、地区と
して RLI が開催できる体制を整えていくことで
す。そのためには、①ファシリテーターの登録
者を増やすこと。②地区内の主要な地域（旭川・
北見・帯広・釧路）で卒後コースが開催できる
体制をつくること。③ RLI は会長エレクトや次
期幹事のためのものではなく、入会歴の浅い会
員やクラブ内での研修にも活用できる手法であ
ることを広く伝えていくことが必要です。

　修了証を手にされた方は是非、ファシリテー
ターとして登録をいただき RLI の発展にお力添
えをいただきますようお願し、ご報告とさせて
いただきます。

委員長　廣　岡　輝　恵
（旭川西 RC）

1 年間を振り返って

～卒後コースの様子～
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母子の健康増進委員会

　母子の健康増進委員会は2024-2025年度に新
設され、各分区より女性会員12名で構成された
委員会です。

近年、経済的な理由で生理用品を購入できない
女性に対し、社会問題の観点から児童生徒の発
育に貢献できる支援を行っていくことを目的
として、1年目より地区補助金を活用して中学
生・高校生を対象とし、第1分区天塩中学校、
天塩高校、第5分区オホーツク社会福祉専門学
校、第7分区釧路東高等学校、第8分区根室高校
に生理用品を寄贈するだけでなく、社会に出る
一歩手前の青少年に対し、帯広泌尿器科病院　

院長小谷典之氏 (2024-2025年度2500地区ガバ
ナー ) による「性感染症と避妊の大切さ」をテー
マにした講話を通し正しい知識を身につけても
らい困難に向かって生きる力を与えることが重
要だと、生理の貧困解消に益するよう活動しま
した。
　この活動は次年度も引き続き行っていきま
す。
各委員は初めての事で不慣れな中、各学校や希
望する自治体・教育委員会に生理用品を贈呈す
ることができました。また、多くのロータリア
ンのご協力を頂きました事に心より感謝申し上
げます。

委員長　小　田　衣　代
（帯広南 RC）

1 年間を振り返って
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クラブ奉仕・サポート委員会

委員長　鶴　見　誠一郎
（紋別港 RC）

より一層の理解と実践を！！「3-Year Rolling Goal」
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公共イメージ向上委員会

　ステファニー A. アーチック国際ロータリー
会長のテーマ「ロータリーのマジック」と発表。
ロータリーは、人と人とのつながりを生かして
平和のために活動してきた長い歴史があり、コ
ロナ禍を通して、プログラム、行事、活動にバー
チャルの要素を取り入れ、IT を活用してつな
がりを作ることで、より多くの人にロータリー
を体験する機会を提供しています。未来のロー
タリーの可能性を創造し、実現させるためには、
各クラブの会員ひとり一人に協力いただき、会
員や参加者が異文化を体験し、新しい友人を作
り、国際的な認識を深めるための新しい方法を
提供。時間、健康、または経済的な理由で入会
が困難な人に、参加への道を開いていくため、
ロータリーの活動を会員はもちろんですが、多
くの心ある皆様に理解していただく必要があり
ます。
　2500地区は、新たな運動スタイルを模索し、
実践することが求められています。時代の変化
とともに、各クラブは公共イメージを向上させ
ることがロータリーの重要な課題であることを

痛感し、会員一人ひとりの理解と協力が求めら
れていることを強く実感いただいています。そ
れぞれ活動する地域やクラブのおかれている状
況は違いますが、2500地区すべてのクラブが
一丸となって目標達成―ゴールにむかって一年
間全力で活動いただきましたことに感謝申し上
げます。
　生涯ロータリアン時代を創造するためには、
会員基盤の多様化を推進する必要があります。
各クラブ創立の原点を見つめ、未来のクラブを
創造するため、小谷ガバナーのスローガン「ロー
タリーに参画しましょう！誰かのために、あ
なたのために、自分のために」を掲げ、クラブ
会長が中心となって、2024-25年度公共イメー
ジ向上に取り組んでいただき、2500地区に公
共イメージの輪を大きく広げていただきました
ことに、深く感謝申し上げます。また委員とし
て支えていただきました大友広明様（帯広西）、
平井昌弘様（釧路北）、石川泰路様（旭川西）
ありがとうございました。

委員長　渡　辺　喜代美
（帯広 RC）

1 年間を振り返って

『地区活動方針★女性会員ゼロクラブ→ゼロを目指しましょう！』
小谷ガバナーを囲む第六分区女性会員の集い
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会員増強委員会

　2024-2025年 度、 今 年 度 の ス テ フ ァ ニ ー
A. アーチック会長は、『ロータリーのマジック』
と掲げられあらゆる分野での行動計画が求めら
れ、その行動計画には様々な変更を加えなくて
はならないと仰っておられました。
　また小谷典之ガバナーが掲げた『ロータリー
に参画しましょう！　誰かのために、あなたの
ために、自分のために』を実践し、常に発信さ
れていた、会員増強、ファンドレイジング、奉
仕事業の充実化、公共イメージアップの好循環
を私も会員増強委員長として、各講演、卓話な
どでお話をさせて頂きました。残り1年間もこ
の部分は最終的に会員増強にも繋がりますので
声を大にして発信していく所存でございます。
年度スタート時の地区会員数は２２４８人で
２０２５年６月末時点では２３１２人と６４名
の増となりました。
　しかしながら、新クラブ設立はゼロ、また女
性会員の割合も６％と変わっておらず、私の１
年間の活動は他クラブへの卓話を中心に行い、
次年度へ向けた DTLS,PELS においてはディス
カッションや分科会など、様々な情報を共有し
会員増に努めて参りました。
　結果として会員数は増えたものの、委員長と
しての活動はまだ足りないと感じております。

その中でも今後の課題として提唱されているの
が新クラブ設立と女性会員の増強でございま
す。特に新クラブ設立に関しましては、活動分
野に基づく衛星クラブの設立が全国的に活発化
しております。やむを得ない理由で退会をした
メンバーや世代交代などで退会をしたメンバー
などを再度お声掛けし安い年会費などでもう一
度ロータリアンとして活躍の場を提供したりな
ど各クラブ、各地域での特色を活かした活動分
野があると思います。
　次年度も同じ立場で今年度、成しえなかった
部分を次年度に活かしていきたいと考えており
ます。先ずは一年間小谷典之ガバナーの下、大
変お世話になりそして活動できたことを大変光
栄に思っているところでございます。
　結びになりますが、各会議開催にあたり小谷
典之ガバナー・ガバナー補佐・会員の皆様には
大変ご尽力を賜りこの場をお借りして心より感
謝申し上げます。一年間大変お世話にありがと
うございました。
　次年度も何卒よろしくお願い致します。

委員長　平　井　昌　弘
（釧路北 RC）

1 年間を振り返って
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オンツー・カルガリー委員会

　2025年6月、カナダ・アルバータ州カルガ
リー市にて開催されたロータリー国際大会に、
2500地区 オンツー・カルガリー委員長として
参加いたしました。私自身、メルボルン（2023
年）、シンガポール（2024年）に続き、3回目
の国際大会となりました。
　今大会には世界中から約16,000名が登録し、
そのうち日本からは約1,500名が参加しました。
2500地区からは28名が参加し、隣接する2510
地区からも26名が合流し、合同で「北海道ナイ
ト」を開催するなど、地域を超えた交流の場と
もなりました。
　 オ ン ツ ー・ カ ル ガ リ ー 委 員 会 と し て は、
2024年4月の地区研修協議会で壇上より正式に
呼びかけを行い、同年10月より各クラブに向け
て案内を開始しました。カルガリーという日本
から距離のある都市での開催に加え、航空手配
や時差調整、言語面の不安など、参加をためら
う要因も少なくありませんでしたが、「誰かの
ために、あなたのために、自分のために」とい
う小谷ガバナーのスローガンに共鳴し、多くの
ロータリアンが行動を起こしてくださったこと
に感謝しています。
　大会初日には、2510地区と合同で「北海道
ナイト in カルガリー」をホテルアーツにて開
催。初対面の方々とも自然に打ち解け、笑顔と
笑い声に包まれた和やかなひとときとなりまし
た。北海道ナイトの開催にあたっては、2510
地区の皆さまとも緊密に連携しながら準備を進
めました。
　両地区あわせて20クラブ・計54名が参加し、
終始活気と一体感に満ちた会となりました。中
でも「クラブ紹介1分間スピーチ」は大きな盛
り上がりを見せ、参加者全員が壇上に立ち、そ
れぞれのクラブの魅力や個性をユーモアを交え

て紹介。まるで旧知の友人同士のように笑顔が
広がり、まさにロータリーの友情を体現する時
間となりました。
なお、参加クラブは以下の通りです。

【2500地区】（9クラブ・28名）
旭川西 RC ／帯広西 RC ／帯広南 RC ／釧路
RC ／釧路北 RC ／釧路ベイ RC ／美幌 RC ／
富良野 RC ／紋別港 RC

【2510地区】（11クラブ・26名）
岩見沢 RC ／恵庭 RC ／江別西 RC ／小樽南
RC ／札幌北 RC ／札幌大通公園 RC ／札幌幌
南 RC ／札幌西北 RC ／札幌西 RC ／函館亀田
RC ／千歳セントラル RC
　また、翌日に行われた RI 理事主催の親善朝
食会（日本人朝食会）では、ステファニー A. アー
チック RI 会長との記念撮影の機会にも恵まれ
ました。この朝食会および本大会の開会式では、
日本人参加者全員で事前に準備した「カルガ
リーハット」を着用し、会場に華やかさと一体
感をもたらしました。同じ帽子を被っての参加
は、遠く離れたカナダの地においても、日本の
ロータリアンの絆を感じさせる心温まる演出と
なり、他国の参加者からも注目を集めていまし
た。
　メルボルン、シンガポールに引き続き、本大
会でも会場のスケール、各種イベントの迫力は
圧巻で、世界中のロータリアンが一堂に会する
場に身を置けること自体が、まさに「ロータリー
のマジック」そのものでした。特に開会式や全
体セッションでは、演出・映像・音響の全てが
国際大会ならではのクオリティで展開され、会
場からは大きな拍手と歓声が湧き上がりまし
た。さらに、日本国紹介の場面では、日の丸の
国旗登場の瞬間にひときわ大きな歓声が起こ
り、他国に引けを取ることのない存在感をしっ

委員長　菊　池　俊　博
（帯広西 RC）

1 年間を振り返って
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かりと世界に示すことができたことに、深い誇
りを感じました。
なお、今回はカルガリー入りする前に、ロサン
ゼルスを経由する旅程を選んだメンバーも多
く、私自身もその一人でした。現地ではドジャー
スタジアムを訪れ、大谷翔平選手の試合を観戦。
流石メジャーリーグというべきスケール感と熱
気に、参加者一同大いに興奮し、カルガリー大
会とはまた違った “ アメリカン・ロータリーツ
アー ” のような体験となりました。
　また、今回の旅ではさまざまな “ 事件 ” も起
こりました。ある会員はなんと2度パスポート
を紛失しながらも、幸運にも2度とも発見され
るという奇跡を起こし、周囲を驚かせました。
さらに別の会員は、パスポート・財布・携帯電
話の3点セットをすべて一時紛失するという前
代未聞の事態に見舞われましたが、こちらもす
べて無事に戻ってくるという結果に。まさに
“ ロータリーのマジック ” を地で行くような出
来事でした。
　そして最後にご紹介したいのが、某 O ガバ
ナーの “ 朝の珍事 ” です。普段は誰よりも早く
朝食会場に現れることで知られる O ガバナー

が、その日に限ってまったく姿を見せず、集合
時間が迫る中、参加者の間に緊張が走りました。
電話にも出ず、ホテルフロントからの連絡も応
答なし。カギも貸してもらえず、最終的には部
屋の扉を全力で叩いて起こすというドラマチッ
クな展開に。ようやく開いた扉の向こうには、
睡眠導入剤でぐっすり寝入ってしまった “ 寝坊
ガバナー ” が…。出発ギリギリのスリリングな
出来事でしたが、今となっては旅の楽しい思い
出のひとつです。
　ロータリーの理念は言語や文化を超えて共有
されており、世界のロータリアンと一体感を持
てるこの大会は、まさに “ 参加してこそ得られ
る体験 ” だと改めて実感しました。今後も国際
大会を通じて、世界との友情と学びを体感する
仲間が一人でも多く増えることを心より願って
います。
　そして来年の開催地は台湾・台北です。日本
から最も近い国際大会のひとつとして、移動や
参加のハードルも大きく下がります。
　このまたとない機会に、ぜひ多くの仲間と共
に参加し、“ 世界とつながるロータリー ” を一
緒に体感しましょう。
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青少年奉仕委員会

　前年度に引き続き担当しました。一番の仕事
は韓国3590地区との青少年交換事業でありま
すが、諸事情で鶴見前ガバナーが契約の見直し
について合意しましたので、今後の在り方につ
いて検討するように指示されました。
　小谷ガバナーと、今後の青少年海外との交流
について検討して来ました。
　2025-2026年度の地区計画書を見ますと、青
少年奉仕委員会がなくなっていますので、イン
ターアクト委員会に一本化されたと判断できま
す。

　現在インターアクトクラブ11クラブで活発に
活動しています。今年度遠軽ロータリークラブ
のインターアクトクラブも、帯広での研修会、
台湾・新竹高校との国際交流との報告を受けま
した。その中で国際的な奉仕の精神を学び取っ
たと思います。
　いずれにしましても、2500地区は小さなク
ラブが多いので、なかなかインターアクトは出
来ないと思いますが、一名でもクラブ負担で、
参加出来るようにしたいものです。

委員長　藤　田　礼　三
（遠軽 RC）

1 年間を振り返って

写真は、遠軽インターアクトクラブの研修会参加者と、台湾参加者の写真
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危機管理委員会

　2024-2025年度、ステファニー A. アーチッ

ク会長は、「ロータリーのマジック」を発表し、

多くの人びとを救うロータリーの力を認識して

これをさらに広げるよう呼びかけました。その

中で、「継続と変化のバランス」、好ましい変化

をもたらす一つの方法は、クラブで多様性、公

平さ、インクルージョン（DEI）の原則を取り

入れることであると述べました。危機管理の観

点からも、大変重要だと感じます。

　今年度は、地区補助金を使った奉仕活動の実

施の際、代表者から連絡が来ることが多くなり

ました。事業の内容を確認して、どのような準

備が出来るか、リスクは何かを共に考える時間

が増えました。

ここで、今一度危機管理の基本姿勢を共有した

いと思います。

【危機管理の基本姿勢】
1．危機は必ず起こると認識する

2．予兆を捉え予防に徹する

3．安全と安心は自ら守る

4．ロータリーは例外ではない

5．少人数で対応する

　（三人寄れば文殊の知恵は通用しない）

6．直ぐに対応し、早く解決する

　最も重要なことは、事故・事件を事前に防ぐ

こと（予防－リスクマネージメント）です。平

時から「備え」についての研修を継続し、全て

のロータリアンが危機への正しい理解を持つこ

とです。ロータリーは単年度制であり、また社

会環境の変化に対応するためにも研修が重要で

す。

　次年度も、引き続き危機管理委員長ですので、

卓話などでお話をする機会を頂ければ、委員会

で検討し、お伺いすることも考えております。

　今年度、皆様のご理解とご協力を頂き１年が

終わろうとしています。

　１年間ありがとうございました。

委員長　湯　浅　秀　昭
（旭川北 RC）

1 年間を振り返って
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ロータリー青少年交換委員会

　2024-25年度青少年交換プログラムに参加す

る学生がいなかったことから、本年度の私共の

活動は、2025-26の交換学生の募集及び交換が

確定した学生の準備が主な仕事となりました。

　2025-26年度の交換事業は、私共2500地区と

3330地区（タイ）間で行われる運びとなって

おります。現在、双方の学生がビザ申請まで準

備が進んでおり、2025年夏には双方の学生が

交換を開始する予定となっております。

　昨年度、地区として交換事業が滞ってしまっ

た中、本年再開することができたことに関係ホ

ストクラブ、並びに相手地区（3330地区）に

感謝を申し上げます。2025-26年度の交換が滞

りなく進められ、また、次年度以降も交換が行

われるよう心から祈っております。

委員長　喜　多　俊　晴
（紋別 RC）

1 年間を振り返って
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インターアクト委員会

　今年度インターアクト委員会ではコロナ禍前
に行われていた短期海外研修を復活し、地区大
会と合わせ2事業を行うことができました。
　まず短期海外研修ですが、3月24日から27日
の3泊4日の行程で、9つのインターアクトクラ
ブより10名が参加していただき、帯広大谷高校
インターアクトクラブの金沢先生を引率顧問、
引率ロータリアンは私を含めた3名で台湾にて
行いました。台湾の新竹県にある國立新竹高級
工業職業學校（新竹高工）インターアクトクラ
ブとの交流をメインに台北見学など行い、参加
した10名のほとんどが初の海外渡航というなか
で圧倒的な異文化を体感する国際交流で、参加
者の貴重な経験となり、また成長の糧になった
と感じております。一方で課題もあり、コロナ
禍前に比べ旅費が高騰し、提唱クラブや地区の
財政的負担が増している状況です。継続的に事
業を行うために今後も地区・提唱クラブ・各イ
ンターアクトクラブ間で話し合う必要性があり
ます。
　インターアクト地区大会は帯広大谷高校イン
ターアクトクラブがホストクラブとして2年連
続での帯広での開催となりましたが、地区内10
のインターアクトクラブから生徒数52名、顧
問10名、ロータリアン21名の参加のもと開催

いたしました。昨年に比べ短期海外研修に参加
したメンバーのつながりがあり、意見交換やコ
ミュニケーションが活発に交わされていたこと
がとても印象的でした。また上士幌町役場の保
健師である松下講師のお話しも地域の福祉を考
える機会になり、青年海外協力隊での経験談は
国際的な知見を得る貴重な機会となったと考え
ています。今大会では参加者の皆様から登録料
をいただくことで昨年に比べ参加者を多く募る
ことができましたが、予算の都合で希望者全員
の参加を募ることはできませんでした。この部
分については来年以降の課題と考えています。
　短期海外研修でご協力いただいた各インター
アクトクラブ顧問や送り出していただいた各提
唱クラブの皆様、引率・同行を引き受けていた
だいた帯広大谷高校金沢先生とロータリアンの
皆様、また地区大会ではガバナーをはじめとし
た地区の皆様、2年連続ホストクラブとして運
営に携わっていただきました帯広大谷高校イン
ターアクトクラブと提唱クラブの帯広北 RC の
皆様、また参加していただきました各インター
アクトクラブと提唱クラブの皆様、本当にあり
がとうございました。皆様に支えられて1年を
終えられることを心より感謝申し上げます。

委員長　曽　我　浩　昌
（帯広北 RC）

1 年間を振り返って
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ライラ委員会

　本年度の活動を振り返るにあたり、まずは、「第
41回ライラセミナー in 十勝」を無事に開催するこ
とができましたこと、そして多くの皆様からの温か
いご支援とご協力に対し、心より感謝申し上げます。
　私たちライラ委員会は、コロナ禍を乗り越えた昨
年の「第40回ライラセミナー in 北見」の開催を
大きな転機と捉え、その思いと成果を引き継ぎなが
ら、本年度の十勝開催に向けて準備を進めてまい
りました。行動制限や自粛が続いた数年間を経て、
人と人とが対話し、共に学び、夢を語り合うことの
大切さを改めて実感したことが、今年のセミナーに
も確実に息づいております。
　本年度のセミナーテーマは、「『夢』を希望に変
えていこう〜 DEI の時代に生きる」でした。
　多様性（Diversity）、公平性（Equity）、包摂

（Inclusion）が問われる今の社会において、一
人ひとりが自分の「夢」を持ち、それを「希望」
に変えていけるよう、ライラ世代がつながり、学び
合う機会としたいという願いを込めています。
　講演は、サッカー元日本代表の 城 彰二 氏 を
お迎えし、「夢に向かって〜栄光と挫折を乗り越え
て〜」と題した講演をしていただきました。トップア
スリートとして栄光を掴みながらも、多くの試練を
乗り越えてきた経験、そして引退後に歩んできた道
のりを通じて、夢を持ち続けることの大切さと、そ
れを実現するために必要な心の在り方を語ってい
ただきました。若者たちにとって、自分自身と向き

合い、社会とのつながりの中で希望を見出す貴重
な時間となったことと思います。
　その後、初対面の参加者同士が班に分かれ、ディ
スカッションやグループワークを通じて互いに学び
合い、協力し合うことで、DEI の価値を実感しな
がら自らの役割を考える機会ともなりました。とりわ
け、コロナ禍で「集うこと」「語り合うこと」が制
限された世代にとって、この時間は新鮮で、深い
学びのある体験となったことでしょう。
　本年度、私たちの活動を導いたのは、小谷典之
ガバナーの地区スローガンである、

「ロータリーに参画しましょう！ 誰かのために、あな
たのために、自分のために」でした。
　このスローガンが示すとおり、ロータリー活動と
は他者のためだけではなく、自分自身の成長や気
づきにもつながるものです。今回のライラセミナーも
まさにその実践の場であり、若者たちが社会と関わ
り、他者と協働しながら、自分自身の可能性を広
げる一歩を踏み出す場となったのではないかと感じ
ております。
　最後に、地区内各クラブのロータリアンの皆様、
地区役員の皆様、セミナー開催時には各班の取り
まとめ役を担っていただいた帯広ロータアクトクラ
ブの皆さま、そしてホストクラブである帯広西ロー
タリークラブをはじめとする多くの関係者の皆様に、
心より感謝と御礼を申し上げます。

委員長　上　野　庸　介
（帯広西 RC）

1 年間を振り返って
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ローターアクト委員会

　まず、一つ目のミッションは、アクト地区代

表高松君との共同代表です。その中で我々ロー

ターアクト委員会9名の委員とアクトの架け橋

として活躍して頂けることを期待しお願いしま

した。

　二つ目は、地区ローターアクト3ブロック会

議を開催し、コロナ後でリアル開催ができて

いないこともあり、RAC 新会員・RC 新青少年

育成委員長の顔も分からない状態でしたので、

ローターアクト委員会の役割、ロータリークラ

ブ青少年育成委員長の役割、定款細則の変更点

等丁寧に説明させて頂きました。また、互いの

事業に参加することで、懇親交流ができ仲間意

識が芽生え互いの連携・協力に繋がりました。

　今年度は、RAC 創立50周年・40周年記念事

業の年となり北は稚内・網走・富良野・帯広・

と参加させて頂きました。北見が次年度事業と

重なり参加ができず北見 RAC の皆様には失礼

しました。

　最後に、小谷ガバナーをはじめとした地区役

員、地区ローターアクト委員会の皆様、ローター

アクト会員の皆様のご支援、ご協力と友情に感

謝いたします。

　ありがとうございました。

委員長　飛　岡　　　抗
（帯広 RC）

1 年間を振り返って
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社会奉仕委員会

　過去にも増して社会問題が顕著になり、ロー
タリーの取組みが重要視される年度となりまし
た。
　本年度は、昨年度の様々な学びを糧にして、
該当地域クラブとともに活動していくことを念
頭に、事業開始前には該当地域の各クラブの社
会奉仕委員長に出席して頂く委員会を開催しま
した。
　委員会では、事業の主旨・目的・手段の説明を
念入りに行い、意見交換もしっかり行いました。
結果、ブラッシュアップが図られ、地区委員によ
るクラブへ出向いて行っての説明も行い、各ク
ラブでは周知の場を二回設定し、該当地域クラ
ブへのより広くより深い理解に繋がりました。

　今回は、実施を前倒ししたため利用者数が飛
躍的に増え、事業主旨の周知が徹底されました。
加えて、利用者へのアンケート調査で DX 化を
図り、誰にでも何処ででも簡単に回答できるよ
うに改善を掛けたため回答数も飛躍的に増え、
より重要な分析結果を得ることができました。
　最後になりますが、小谷ガバナーおよび役員
の皆さま、委員会の皆さま、特に第7分区8クラ
ブの皆さまのご協力に、心からの感謝を申しあ
げまして一年間の御礼に代えさせて頂きます。

委員長　野　村　文　吾
（帯広 RC）

1 年間を振り返って

2024 年 9 月 9 日 地区委員による音別 RC での説明
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職業奉仕委員会

　2024－2025年度職業奉仕委員長を務めさせ
ていただき、多くの皆様にお世話になりました、
1年間本当にありがとうございました。
　職業奉仕は、ロータリーの目的の第2項を土
台としており、第2項では「職業上の高い倫理
基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるもの
と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリ
アン各自の職業を高潔なものにすること」とさ
れ、高い倫理基準と高潔性が求められています。
　具体的な活動としては、職業奉仕卓話、会員
スピーチ、職場見学、クラブフォーラム、職場
体験、出前授業　等があげられます。
　職業奉仕委員会では、それぞれのロータリー
クラブにおいて、様々な形で日々職業奉仕活動
を実践されていても、実際どのような活動が行
われているか意外と知る機会が少ないとの考え
に至りました。そして、各クラブで行われてい
る、様々な職業奉仕活動を知ることが出来るな
ら、今後の各クラブや、メンバーのより素晴ら
しい職業奉仕活動に繋げられるのではないかと
考えました。
　そこで、2500地区すべてのロータリークラ
ブの皆様から、事例を報告して頂き「職業奉仕

活動事例集」としてまとめ、発刊することとい
たしました。
　職業奉仕月間である1月に事例を依頼し、
2500地区の全ての64クラブより、93件の事例
の提出を頂きました。忙しい中、ご協力いただ
きました、会長、幹事、職業奉仕担当委員長の
皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。おかげ
さまで、5月に「職業奉仕事例集」を無事発刊
する頃が出来、各クラブに送らせていただき、
さらに、2500地区の会員専用ページに掲載し
ていただき、ダウンロードが可能になっていま
す。今年度作成しました、「職業奉仕事例集」
が少しでも、活用されることを期待いたします。
　1年間共に活動していただいた委員会の皆様
には、リアルの委員会は2回でしたが、メール、
電話などを通して、様々なご意見、ご協力を頂
き感謝申し上げます。
　また、発刊を快諾頂きました小谷ガバナー、
1年間様々なお願い事に、迅速に対応・協力い
ただきましたガバナー事務所、地区事務所の皆
様に感謝申し上げ、1年の振り返りとさせてい
ただきます。

委員長　丸　小　寿　幸
（稚内南 RC）

1 年間を振り返って
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米山記念奨学会運営委員会

　2024-2025年度 RI 第2500地区の米山記念奨
学会運営委員会の委員長を拝命し、米山記念奨
学会の活動を通じて米山梅吉翁が残した功績の
素晴らしさを実感させて頂きました。
　本年度、奨学生の卓話の依頼や寄付の増進に
ついて各クラブの皆様にご協力を頂きましたこ
とに感謝と御礼を申し上げます。当委員会では
奨学生の面接から始まり、クラブ様への受け入
れの依頼やご寄付の増進に繋げるべく活動して
いく中で、さらにご理解を頂くために継続して
活動することの重要性を再確認いたしました。
　また、活動する中、残念なことに歴史的背景
から国籍等での偏見が一部で見受けられるのが
事実です。奨学生たちは純粋に日本に学びに来
ている優秀な子たちばかりです。そしてその子
たちは学友会に所属し、様々な活動を行い活躍
してくれています。どうかより良い活動に繋げ
るためにご理解を頂きたいと思います。
　そして、奨学生により良い環境を提供すると
ともに、ロータリアンの皆様には米山記念奨学
会の事業の素晴らしさを更にご理解頂き、奨学
生を守り育て、社会貢献に繋げて頂き、この事
業の目的でもある世界平和へ繋げる活動になれ
ばと思います。
　引き続き、ロータリアンの皆様には米山記念
奨学会への更なるご理解とご協力を賜りますこ
とをお願い申し上げます。

【活動報告】
〇新規世話クラブ・新規世話子クラブの選定と

依頼　（1月～2月）
〇奨学生、カウンセラーオリエンテーションの

開催　（4月7日開催：北見市）
〇地区米山奨学会研修セミナーの開催　（7月

21日開催：帯広市）
〇米山記念奨学会カウンセラーセミナー　（9月

7日開催：帯広市）
〇米山奨学生の地区大会への参加　（10月12

日・13日開催：帯広市）
〇米山月間（10月）を中心に各クラブへの啓蒙

活動の推進　（3つの RC にて卓話をさせて頂
きました。）

〇寄付の増進（年を通じて活動）
〇地区内の新規指定校の開拓（年を通じて活動）
〇次年度奨学生の選考面接会の開催（12月8日

開催：帯広市）
〇ガバナー月信への投稿（各奨学生11名・委員

会から投稿）

委員長　帰　山　哲　雄
（北見 RC）

1 年間を振り返って
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国際奉仕委員会

世界と日本の2024年7月から2025年6月まで
の一年

【7〜9月】
パリ五輪、大谷史上初の「50ー50」、袴田さ
ん無罪判決、自民新総裁に石破氏

【10〜12月】
日本被団協にノーベル平和賞、衆院選自公過
半数割れ、米大統領選挙トランプ氏勝利、韓
国「非常戒厳」翌年大統領罷免、

【1～3月】
1月トランプ大統領就任、フジテレビ騒動、
3月トランプ関税発動

【4～6月】
令和の米騒動、トランプ関税の拡大による世
界的な混乱、ローマ法王死去、

ロータリーの一年間のトピックは
※2025年4月シカゴ規定審議会が開催（3年に

一度開催）
※国際ロータリーカマルゴ会長エレクト6月8日

辞任、6月14日アレッソ氏が後任として7月1
日国際ロータリー会長に就任

国際奉仕委員会の活動報告
任務および責務
a) グローバル補助金の申請数の改善と、国の異

なるロータリークラブおよび地区の協力体制
の構築を重視する。 

b）プロジェクトおよび補助金の改善に向けて
リソースの特定と促進をするため、地区ロー
タリー財団委員会等の地区全体のーダーと協
議し協力する。 

c) グローバル補助金申請の支援に関心を持つそ
の他の専門家とも連携する。 

 以上の任務および責務を遂行するために 
※地区国際奉仕委員会を主に地区財団委員長を

経験した委員で構成することにしました。 
※地区財団関連行事（地区財団セミナー、補助

金セミナー等）へアドバイザーとして出席し
適切な情報提供と助言をさせていただきま
す。 

2024-25年の活動（参加した各種セミナー）
3月2日	 地区研修セミナー・PETS　
3月28日	� タイ3330地区グローバル補助金完

成式典参加（タイ）
4月13日	 地区研修・協議会（帯広）
4月18日	 クラブ活性化セミナー（東京）
7月20日	 地区財団セミナー（帯広）
12月13～15日　ロータリー研究会（横浜）
3月8日	� 第七分区（釧路）IM にてロータリー

の魅力をテーマに講演

委員長　小船井　修　一
（釧路 RC）

1 年間を振り返って
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リソースとサポート委員会

　1年間大変お世話になりました。
　年度当初の計画にて「海外奉仕事業における現地調査及び事業終了後の完成検証時の旅費の一
部を支給し、海外奉仕事業を行う各クラブの支援を行う。」また利用可能なリソースについて、各
クラブにお伝えし、各クラブにて検討・計画している国際奉仕事業を支援するとしていました。
　国際奉仕事業を行う各クラブの活動支援を行う委員会として認知度を高める広報が、まだまだ
足りない感じではありますが、お問い合わせも多く頂いた年度でありました。

　旅費申請をされた活動の　3事例を報告いたします。

1. 申請クラブ　帯広北ロータリークラブ　参加5名　
事業目的　�「疾病予防と治療」モンゴルグローバルグラントプロジェクト（GG2569039）
開 催 地　�モンゴルウランバートル　ザブハン県内　開会式セレモニー参加
事業内容　�メンタルヘルスケアの質の向上と提供　サブハン県内の全ての区分にテレメディスン

機器の導入　　クリニック医師に対する引き渡しとトレーニングの実施

1. 申請委員会　�2500地区グローバル補助金委員会　参加4名　贈呈式
事業目的　「疾病予防と治療」　
開 催 地　�タイ3300地区　ラチャブリー　バーン病院　
事業内容　�傷病者・障がい者・高齢者を対象とするリハビリ機器の提供

1. 申請クラブ　�旭川西ロータリークラブ　参加12名
事業目的　�「水と衛生」　タイプーケット地区パクロクの小学校における水と衛生設備の改善・衛

生習慣の改善
開 催 地　タイ　3300地区　プーケット
事業内容　�学校トイレ・手洗い場の新設と改修カフェテリアの改善　学校と地域社会における

水と衛生に関する4日間のトレーニング　WASH キャンペーン・地域クリーンアップ
DAY の開催　

 まだまだ認知度が低い補助金ですが、各クラブの立案される国際奉仕プロジェクトのお役に立て
ればと思います。

委員長　本　間　　　潤
（旭川西 RC）

1 年間を振り返って
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ロータリー財団委員会

委員長　鶴　見　誠一郎
（紋別港 RC）

地区ロータリー財団委員長としての１年

地区ロータリー財団委員長としての１年 
第 2500 地区 財団委員長 

鶴見 誠一郎 
 
 2024-2025 年度、財団委員長を務めさせて頂きました。次のとおりご報告します。 
 
責務 ①ロータリー財団の推進と支援 

・地区内クラブに対してロータリー財団の使命、目的、活動内容を広める。 
・財団への寄付（年次基金、恒久基金、ポリオプラスなど）を推進する。 
・ガバナーと連携し、財団活動の戦略的計画を立案ならびに実施する。 
➁補助金制度の運営と管理 

    ・地区補助金とグローバル補助金について、適正な管理を行う。 
    ・補助金受領クラブへの支援や情報提供などを実施する。 
    ・年次財務報告や報告義務を確実に果たす。 
   ③財団に関する広報 
    ・寄付することの意義や大切さを広める。 
    ・ロータリアンとしての金銭的支援が何を生み出すかを広める。 
   ④地区財団委員会の運営 
    ・委員会メンバー（奨学金、補助金、寄付推進など各担当）と調整する。 
    ・必要に応じて小委員会を設置し、専門的な活動を遂行する。 
   ⑤ロータリー財団との連絡調整 
    ・国際ロータリーやロータリー財団のスタッフとの連絡窓口となる。 
    ・My Rotary を通じて財団情報や補助金管理を行う。 
 
 これらが責務と考えていますが、私自身は③にもっと注力したかったと思います。
日本は、先進国のなかで寄付文化が遅れていると言われています。寄付は、お金を盗
られることではありません。寄付＝信じて託す、支援する行為です。信頼、共感、繋
がりへと連鎖します。また、未来への投資です。 
 2025-2026 年度からは、ロータリーメンバーシップコーディーネーター補佐との兼
務が不可となったため、任期途中、志半ばで地区財団委員長の役を退くこととなりま
すが、これからも機会があるごとにロータリー財団への理解、そして、寄付すること
への理解を皆さんに深めて頂けるようお手伝いしていきたいと思っています。 
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グローバル補助金チーム

　今年もあっという間に1年間が過ぎてしまい
ました。
　グローバル補助金は，地区補助金と異なり，
予算規模も3万ドル（約450万円。1ドル150円）
と大きく，有益な国際奉仕事業を実現させるこ
とが可能ですが，実施国側のロータリークラブ
とのやりとりが必須となります。言語や文化の
違い等から生じる行き違いもあり，スムーズに
いかない場合もありますが，それを乗り越えて
プロジェクトが実現に至ると喜びもひとしおで
す。
　今年度も当地区では，友好地区であるタイ国
の3330地区を中心にリハビリ機器の提供，衛
生環境改善，白内障患者支援事業のほか，モン
ゴルとの間でもメンタルヘルスケアの質の向
上，啓発活動，遠隔医療技術の導入といったグ
ローバル補助金事業が行われました。上記事業
に参画していただきました各クラブにあらため
て感謝申し上げます。そして，グローバル補助

金事業の申請，承認，そして，現地で行われた
贈呈式に実際に参加されたロータリアンの方々
にも感謝申し上げます。
　私自身も本年5月末，スポンサークラブであ
る釧路ロータリークラブのメンバー3名とと
もに3330地区で行われたグローバル補助金事
業（リハビリ機器の提供）の贈呈式に参加し，
Ploi Ratchaburi RC をはじめ，本事業に関わっ
た現地の他の6つの RC と交流を図ることがで
きました。一つの事業への参画が国を超え，複
数のクラブ，複数のロータリアンとの交流につ
ながります。これはまさにロータリーのマジッ
クといえます。
　今後も当地区でも一人でも多くのロータリア
ンがグローバル補助金事業に参加し，ロータ
リーのマジックを体感していただきたいと思い
ます。
　1年間，ありがとうございました。

リーダー　荒　井　　　剛
（釧路 RC）

1 年間を振り返って
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地区補助金チーム

　2024-2025年度の地区補助金申請は、地区
事業3・クラブ事業15クラブ ( 合同含む ) の
申請を受け付け、配分可能な US$66,688の
うち、管理運営費と予備費・臨時費を除いた
US$56,111を配分しました。結果、地区事業3・
クラブ事業 ( 合同含む )、14の地区補助金を活
用した事業を開催して頂きました。事業を活用
してロータリーの公共イメージの向上と地域社
会への貢献を果たされた皆様に心より感謝と御
礼を申し上げます。
　ご承知の通り地区補助金は、皆様がロータ
リー財団に寄付された資金がシェアシステムを
通じて、3年後に使用できる資金ですので、是
非活用して、地域やクラブの活性化などに役立

てて頂ければ幸いです。そのために地区補助金
チームは支援と協力を惜しみませんので、今後
ともご協力賜れば幸いです。
　結びに、2024-2025小谷ガバナー年度のチー
ムリーダーとして地区補助金に関わり、小谷ガ
バナー、大友地区幹事、佐々木事務局並びに、
本間財団副委員長をはじめ、チームメンバーに
は大変お世話になりましたことを心より感謝申
し上げます。また、申請クラブのご担当者様に
も計画段階より多くのご無理を申し上げました
が、様々な事柄に真摯にご対応を賜り、すべて
事業報告を提出して頂きましたことに深く感謝
の意を表しまして報告といたします。

リーダー　工　藤　一　則
（帯広北 RC）

1 年間を振り返って



Rotary International District 2500

49

学友・奨学金チーム

地区補助金を使用した奨学金
　当2500地区は地区補助金を使用して、地区内にある児童養護施設（6施設）から大学・短大・
専門学校に進学を希望する子供達に、奨学金を給付しております。
　これは高校卒業以降、国からの措置費が割り当てられない子供達への支援を目的としたもの
で、平成26年度からの継続事業であります。本年度は26名の子供達に給付いたしました。
　昨年度は19名の子供達への給付であったことから考えると、多くの支援をすることができた
と考えております。

グローバル補助金を使用した奨学金
こちらに関しましては、応募者はいませんでした。

ロータリー学友
　各施設のご担当者様との面談の中で、現在の生徒の状況、卒業された生徒の状況、これから
入学予定の生徒の状況などをヒアリングし、奨学金をただ支給するだけではなく、どのように
ご活用いただいているかを聞くことができました。次年度以降も多くの支援をしていきたいと
考えております。

リーダー　稲　田　良　輔
（旭川北 RC）

1 年間を振り返って



Governor’s Monthly Letter

50

ロータリー平和フェローシップチーム

　「当地区から、是非、ロータリー平和フェロー
を送り出そう」ということで、本年もロータリー
平和フェローシップ申請受付を2025年2月に開
始、締め切りの5月15日までに残念ながら一人
の応募、または推薦、あるいは問い合わせもあ
りませんでした。

　反省点として、積極的な情報提供・広報活動
等の不足はもとより、チームとしての活動が出
来なかったことがあったと思います。

　なお、新年度直前の2024年6月22日、ロー
タリー平和センターがある ICU（国際基督教大
学）での第22回ロータリー平和センター年次セ
ミナーに初めてリアル参加することが出来まし
た。
　今回はコロナ禍の中（特別措置として、フェ
ローたちの卒業や入学の延期等）、20期生（6名）
及び21期生（8名）の計14名が同時に卒業を迎
えることとなり、フェローたちの熱心な探求心
による素晴らしい2年間の研究成果発表と質疑
応答を拝聴することが出来ました。

　渡された資料には各フェローの略歴が記載さ
れており、平和構築と紛争解決への強固な意志
を感じました。
　年次セミナー終了後、卒業を祝う会が開催さ
れ、修士課程修了証授与と同センターとフェ
ローたちを支援するホストエリア協議会（周辺
6地区で構成）から記念品が贈呈されました。
　フェローのー皆さんは晴れ晴れとした表情
で、中には子連れのフェローもいて、2年間の
異郷での留学生活を乗り切った母子の満足した
姿がありました。

　国際ロータリーのステファニー A. アーチッ
ク会長は「平和構築は最優先事項の一つであり、
そのようなプログラムの一つに『ロータリー平
和フェローシップ』があります」、また、「ロー
タリー会員が平和構築活動を支援する方法はた
くさんありますが、平和を世界に広げるには、
まず自分自身の中に平和を見出さなければなら
ない」と述べておりました。

将来、第2500地区から「ロータリーのマジック」
で平和フェローを輩出したいと思います。

リーダー　東海林　　　勉
（遠軽 RC）

1 年間を振り返って
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VTチーム

　2022年7月よりチームリーダーの拝命受け、2022-
23年久木ガバナー、2023-24年鶴見ガバナー、
2024-25年小谷ガバナーと各ガバナーの方針のも
と、チームを進めさせていただきました。
　 皆 様 御 存 じ の よ う に、VT チ ー ム と は
Vocational training team 職業研修チームの略
となります。
　専門職業人のグループを海外から受け入れ、
又は赴き、スキルや知識を学んだり、スキルや
知識を提供したりするものです。
　費用は地区資金、地区補助金、グローバル補
助金を利用し VT を行う事が可能ですが、それ
ぞれの資金により、異なる要件があります。
　VT は世界各地の地区間で、またクラブ同士
でも実施が可能です。VTTの効果的な推進には、
実施前の現地視察を始めとする入念な計画が重
要であり、グローバル補助金を利用する場合は
以下7つの重点分野を支援することが必要です。

■平和構築と紛争予防　■疾病予防と治療　　
■水と衛生　　■母子の健康　
■基本的教育と識字率向上
■地域社会の経済発展　　■環境

　以上各重点分野に関係する事業であることや
持続可能なプロジェクトであることが求められ
ます。

　活動内容はチームにより異なりますが、様々
な活動が可能であり、VT の効果的な実施によ
り、地域社会の人々が自らの問題を解決し、様々
な環境を改善する力を身に付ける事ができま
す。
　2023年度久木 PDG がモンゴル国訪問の際、
現地ロータリー PAG より、これからのモンゴ
ルを将来牽引してゆく子供たちの理科学教育
へ日本の優れている教育を学ぶため、日本の
ロータリーの協力が必要との要請に応える為
に、2500地区 VT チームは、日本の各教育機
関の協力を仰ぎ、これからのモンゴルでの小学
生の教育環境を整え、教育する知識を研修して
頂く理科教員研修を2500地区で2023年準備を
始め、2024年5名のモンゴル理科教員とチーム
リーダー合計6名を2500地区へ受け入れ研修実
施致しました。
　教員は帰国後にモンゴル国内で、ロータリー
と研修内容の WEB 報告会を開き、多くの国内
教員へ情報の共有を行い、各自早速、内容を授
業へ取り入れ実践しておりました。
　今後も、モンゴルより理科教育研修範囲の拡
大の要請、また、教師への AI 及び情報技術活
用や病院の医師、看護師への研修など新たな協
力を求める要望が届いています。
　次年度もロータリー財団と VT 事業への皆様
のご理解とご協力をお願い致します。

リーダー　小　沢　昌　博
（帯広 RC）

1 年間を振り返って
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2024-2025年度　RI第2500地区
７　月 ８　月 ９　月

1 月 ガバナー会議（東京） 1 木 美深（公式訪問） 遠軽（公式訪問） 1 日

2 火 2 金 紋別（公式訪問） 2 月 帯広南（公式訪問）★

3 水 3 土 3 火 芽室（公式訪問） 帯広東（公式訪問）

4 木 4 日 4 水 音更（公式訪問） 帯広（公式訪問）

5 金 5 月 音別（公式訪問） 釧路西（公式訪問） 5 木 旭川M（公式訪問）
旭川東北（公式訪問） 旭川東（公式訪問）

6 土 第 1回地区諮問会議
ガバナー補佐会議 6 火 釧路東（公式訪問）★ 6 金 帯広北（公式訪問）★

7 日 7 水 釧路北（公式訪問）弟子屈（公式訪問） 7 土

8 月 豊富（公式訪問） 稚内南（公式訪問） 8 木 美幌（公式訪問） 中標津（公式訪問） 8 日

9 火 利尻（公式訪問） ★鬼脇中学校 9 金 9 月 興部（公式訪問） ★

10 水 利尻島（公式訪問）礼文（公式訪問） 10 土 10 火 ★ ★

11 木 ★稚内大谷高校
稚内（公式訪問） 11 日 祝日　山の日 11 水 上士幌（公式訪問）★

12 金 ★稚内南中学校 ★ 12 月 振替休日 12 木 ★ 足寄（公式訪問）

13 土 13 火 盆休み 13 金 ★ ★

14 日 14 水 盆休み 14 土

15 月 祝日　海の日 15 木 盆休み 15 日

16 火 紋別港（公式訪問）★ 16 金 盆休み 16 月 祝日　敬老の日

17 水 ★ 滝上（公式訪問） 17 土 17 火 ★ ★7分区（仮講演）

18 木 北見・北見西・北見東
（合同例会公式訪問） 18 日 18 水 ★ ★13：20～音更中

19 金 19 月 広尾（公式訪問） 19 木 ★ 富良野（公式訪問）

20 土 財団委員会 20 火 20 金 ★ ★

21 日 米山記念奨学会セミナー
ロータリー財団セミナー 21 水 根室西（公式訪問） 釧路ベイ（公式訪問） 21 土 RAC地区協議会（稚内）

22 月 厚岸（公式訪問） ★ 22 木 釧路（公式訪問） ★ 22 日 祝日　秋分の日

23 火 浜中（公式訪問） 根室（公式訪問） 23 金 白糠（公式訪問） 釧路南（公式訪問） 23 月 振替休日

24 水 斜里（公式訪問） 清里（公式訪問） 24 土 紋別RC創立70周年記念式典 24 火 ★ ★

25 木 網走西（公式訪問）網走（公式訪問） 25 日 25 水 ★ ★

26 金 雄武（公式訪問） 留辺蘂（公式訪問） 26 月 美瑛（公式訪問） 旭川南（公式訪問） 26 木 清水（公式訪問） 帯広西（公式訪問）

27 土 IFMRジャパン大会　旭川
17：30 ～　旭川トーヨーホテル 27 火 旭川空港（公式訪問） 旭川西（公式訪問） 27 金 ★ ★

28 日 28 水 旭川北（公式訪問）★ 28 土

29 月 士別（公式訪問） 中頓別（公式訪問） 29 木 上川（公式訪問） ★ 29 日

30 火 名寄（公式訪問） 30 金 旭川（公式訪問） 2500E（公式訪問） 30 月

31 水 天塩（公式訪問） 枝幸（公式訪問） 31 土

2024年
（令和6年）

2024年
（令和6年）

2024年
（令和6年）
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上期行事行動表
10　月 11　月 12　月

1 火 1 金 1 日

2 水 2 土 2 月

3 木 3 日 祝日　文化の日 3 火

4 金 4 月 振替休日 4 水

5 土 5 火 5 木

6 日 6 水 6 金

7 月 7 木 ローターアクト補助金説明会 7 土 第３回地区諮問委員会（釧路）
佐渡ガバナーエレクト壮行会

8 火 8 金 8 日 米山奨学生面接（釧路）

9 水 9 土 9 月

10 木 10 日 第１回
ロータリーリーダーシップ研究会 10 火

11 金 11 月 11 水

12 土 第２回地区諮問委員会
地区大会特別委員会 12 火 12 木 ロータリー研究会（横浜）

13 日 地区大会
大懇親会 13 水 13 金 ロータリー研究会（横浜）

14 月 祝日　スポーツの日 14 木 14 土 ロータリー研究会（横浜）

15 火 15 金 15 日 ロータリー研究会（横浜）

16 水 16 土 16 月

17 木 17 日 17 火

18 金 18 月 18 水

19 土 網走RAC創立50周年記念式典 19 火 19 木

20 日 地区財団中長期戦略会議・財団委員会
ロータリー財団補助金セミナー 20 水 20 金

21 月 21 木 21 木

22 火 22 金 22 金

23 水 23 土 祝日　勤労感謝の日 23 土

24 木 世界ポリオデイ 24 日 24 日

25 金 25 月 25 月

26 土 26 火 26 火

27 日 27 水 27 水

28 月 28 木 28 木

29 火 29 金 29 金

30 水 30 土 30 土

31 木 31 日

2024年
（令和6年）

2024年
（令和6年）

2024年
（令和6年）
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2024-2025年度　RI第2500地区
１　月 ２　月 ３　月

1 水 祝日　元旦 1 土 1 土 第 8 分区 IM

2 木 2 日 2 日

3 金 3 月 3 月

4 土 4 火 4 火

5 日 5 水 5 水

6 月 6 木 6 木

7 火 7 金 7 金

8 水 8 土 8 土 第 7 分区 IM

9 木 9 日 国際協議会（オーランド） 9 日

10 金 10 月 国際協議会（オーランド） 10 月

11 土 11 火 祝日　建国記念の日
国際協議会（オーランド） 11 火

12 日 12 水 国際協議会（オーランド） 12 水

13 月 祝日　成人の日 13 木 国際協議会（オーランド） 13 木

14 火 14 金 14 金

15 水 15 土 15 土 地区チームラーニングセミナー（釧路）

16 木 16 日 16 日 第 3 回
ロータリーリーダーシップ研究会

17 金 17 月 17 月

18 土 18 火 18 火

19 日 第２回
ロータリーリーダーシップ研究会 19 水 19 水

20 月 20 木 20 木 祝日　春分の日

21 火 21 金 21 金

22 水 22 土 22 土 第 6 分区 IM

23 木 23 日 祝日　天皇誕生日 23 日

24 金 24 月 振替休日 24 月

25 土 稚内RAC創立50周年記念式典 25 火 25 火

26 日 26 水 26 水

27 月 27 木 27 木

28 火 28 金 28 金

29 水 29 土 帯広RC創立90周年記念式典

30 木 30 日

31 金 31 月

2025年
（令和7年）

2025年
（令和7年）

2025年
（令和7年）
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下期行事行動表
４　月 ５　月 ６　月

1 火 1 木 1 日

2 水 2 金 2 月

3 木 3 土 祝日　憲法記念日 3 火

4 金 4 日 祝日　みどりの日 4 水

5 土 第 5 分区 IM 5 月 祝日　こどもの日 5 木

6 日 6 火 振替休日 6 金

7 月 7 水 7 土 RAC 地区大会（北見）

8 火 8 木 8 日

9 水 9 金 9 月

10 木 10 土 LADY GO 10 火

11 金 11 日 11 水

12 土 会長エレクトラーニングセミナー（釧路） 12 月 12 木

13 日 クラブリーダーシップラーニングセミナー（釧路） 13 火 13 金

14 月 14 水 14 土 地区補助金申請会議

15 火 15 木 15 日

16 水 16 金 16 月

17 木 クラブ活性化セミナー 17 土 第 1 分区 IM 富良野RAC創立
40周年記念式典 17 火

18 金 クラブ活性化セミナー 18 日 18 水

19 土 第 3 分区 IM 19 月 19 木

20 日 20 火 20 金

21 月 21 水 21 土 国際大会　カルガリー

22 火 22 木 22 日 国際大会　カルガリー

23 水 23 金 23 月 国際大会　カルガリー

24 木 24 土 帯広RAC創立50周年記念式典 24 火 国際大会　カルガリー

25 金 25 日 25 水 国際大会　カルガリー

26 土 RYLA セミナー 26 月 26 木 国際大会　カルガリー

27 日 RYLA セミナー 27 火 27 金

28 月 28 水 28 土

29 火 祝日　昭和の日 29 木 29 日

30 水 30 金 30 月

31 土 第 4 分区 IM

2025年
（令和7年）

2025年
（令和7年）

2025年
（令和7年）
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第3分区 旭川ロータリークラブ

作
さ く た

田　清
き よ は る

治
■食肉加工卸売
■1962年3月14日生　■6月27日入会

海と川が大好きです。

第3分区 旭川ロータリークラブ

飯
い い の

野　健
け ん い ち

一
■保険一般
■1976年4月14日生　■6月27日入会

旭川の皆さん、北海道の皆さんのお役に立てるよ
う、仕事もプライベートも全力で頑張ります！ご
指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

第6分区 帯広北ロータリークラブ

木
き ど

戸　和
か ず き

樹
■塗装業
■1992年2月15日生　■6月6日入会

未熟者ではございますが、がんばりますの
でよろしくお願いいたします。

第8分区 根室西ロータリークラブ

成
な り た

田　耕
こ う じ

二
■自動車販売
■1974年4月9日生　■6月26日入会

この度ご縁を頂き根室西RCに入会させて頂きまし
た。ロータリーの理念をよく理解し皆様と活動して
いきたいと思います。よろしくお願い致します。

第8分区 根室西ロータリークラブ

友
と も つ ね

常　慎
し ん え つ

悦
■建築資材卸
■1968年6月27日生　■6月26日入会

ロータリーの奉仕の精神を学び、皆様と仲
良く活動していきたいと思います。よろし
くお願い致します。

国際ロータリー第2500地区　新入会員の紹介
第6分区 帯広東ロータリークラブ

井
い は ら

原　俊
し ゅ ん や

也
■不動産業
■1971年5月31日生　■6月10日入会

ロータリークラブでの新たな出会いと学びが楽
しみです。趣味は筋トレで健康管理を大切にし
ています。どうぞよろしくお願いいたします。

第8分区 根室西ロータリークラブ

佐
さ と う

藤　武
た け ひ こ

彦
■食品加工
■1982年12月13日生　■6月26日入会

ロータリークラブの活動を通して成長でき
るよう色々勉強させて頂きたいと思いま
す。よろしくお願い致します。

第3分区 旭川ロータリークラブ

森
も り

　　禎
た だ ひ ろ

宏
■NPO法人
■1963年2月13日生　■6月27日入会

宜しくお願い致します。

第6分区 清水ロータリークラブ

牧
ま き の

野　詔
の り や す

康
■電気工事
■1953年9月11日生　■6月1日入会

化この度清水ロータリークラブに入会させてい
ただきました。皆さんとの交流を深め、研鑽し
て参りますのでよろしくお願いいたします。

第1分区 豊富ロータリークラブ

植
う え む ら

村　秀
ひ で あ き

明
■養護介護施設
■1977年12月1日生　■6月30日入会

ロータリーの活動に寄与したいと思います
ので、宜しくお願いします。

第2分区 名寄ロータリークラブ

峯
み ね

　　　恵
めぐみ

■林業
■1983年4月21日生　■6月17日入会

このたびご縁をいただき入会いたしました。微
力ながら貢献できるよう努めてまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
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ロータリー財団寄付者報告

第7分区 釧路南ロータリークラブ

佐
さ く ま

久間 光
み つ ひ ろ

弘
寄付月日   2025年6月25日

寄付種類 　PHF

第2分区 枝幸ロータリークラブ

岡
お か ざ き

崎　正
ま さ ゆ き

幸
〈飲食業〉
2025年5月31日逝去（享年73歳）

2000年　4月入会

2005年　会長　

2018年　会長　

2014年　ポール　ハリス　フェロー

物故会員
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分  

区
クラブ名

例
会
数

出席
率

（％）

会員数

前月 当月 増減 女性
会員 入会 退会

5

網　 走 3 82.05 53 53 0 6 0 0
網 走 西 3 72.76 47 46 -1 1 0 1
美　 幌 4 84 53 51 -2 5 0 2
北　 見 4 73.31 61 61 0 7 0 0
北 見 東 3 72.26 45 46 1 3 2 1
北 見 西 3 80.93 67 65 -2 5 0 2
清　 里 2 86.2 29 29 0 0 0 0
留 辺 蘂 4 89.29 21 21 0 1 0 0
斜　 里 3 55.5 28 28 0 3 0 0
計 404 400 -4 31 2 6

6

足　 寄 3 66.33 28 28 0 2 0 0
広　 尾 2 55.6 18 18 0 0 0 0
上 士 幌 3 61.9 15 15 0 0 0 0
芽　 室 3 80.9 21 21 0 1 0 0
帯　 広 4 78.6 88 85 -3 9 1 4
帯 広 東 3 71.6 36 37 1 3 2 1
帯 広 北 4 72.81 58 58 0 3 1 1
帯 広 南 3 79.75 63 59 -4 8 0 4
帯 広 西 4 61.3 84 81 -3 7 0 3
音　 更 3 70.4 42 42 0 5 0 0
清　 水 4 66.27 19 19 0 2 1 1
計 472 463 -9 40 5 14

7

釧　 路 4 72.4 104 100 -4 0 1 5
釧 路 東 3 66 31 30 -1 0 0 1
釧 路 北

3 75
77 77

-8
6

1 9
（サテライト） 23 15 8
釧 路 南 3 70 28 27 -1 5 0 1
釧 路 西 2 65 28 28 0 1 0 0
釧路ベイ 3 80 18 18 0 2 0 0
音　 別 4 87 15 15 0 0 0 0
白　 糠 4 81.8 11 11 0 1 0 0
計 335 321 -14 23 2 16

8

厚　 岸 3 77 13 13 0 0 0 0
浜　 中 4 78 10 10 0 0 0 0
中 標 津 3 40.4 52 50 -2 4 0 2
根　 室 3 64.64 33 33 0 0 0 0
根 室 西 3 75 46 47 1 1 3 2
弟 子 屈 2 100 17 16 -1 1 0 1
計 171 169 -2 6 3 5

総　 計 2243 2205 -38 154 28 66

分  

区
クラブ名

例
会
数

出席
率

（％）

会員数

前月 当月 増減 女性
会員 入会 退会

1

礼　 文 2 67 13 13 0 0 0 0
利　 尻 4 59 19 19 0 0 0 0
利 尻 島 1 65 14 14 0 1 0 0
天　 塩 3 54.5 14 15 1 2 1 0
豊　 富 4 80.5 19 20 1 1 1 0
稚　 内 3 71.9 40 38 -2 2 0 2
稚 内 南 3 74 39 38 -1 1 0 1
計 158 157 -1 7 2 3

2

美 深 3 75.71 29 28 -1 1 0 1
枝　 幸 3 45.3 26 25 -1 0 0 1
名　 寄 4 71.8 51 51 0 2 1 1
中 頓 別 3 76.9 13 13 0 0 0 0
士　 別 3 84.09 42 44 2 1 2 0
計 161 161 0 4 3 3

3

旭　 川 4 66.2 83 90 7 10 10 3
旭 川 東 2 85.71 27 26 -1 0 1 2
旭 川 北 4 76.63 46 46 0 1 0 0
旭 川 南 3 - 29 29 0 2 0 0
旭 川 西 3 - 45 43 -2 5 0 2
旭川東北 3 - 17 17 0 1 0 0
旭川モーニング 2 - 26 24 -2 4 0 2
旭川空港 3 92.3 13 13 0 2 0 0
美　 瑛 4 - 34 32 -2 1 0 2
富 良 野 4 67.1 44 43 -1 3 0 1
上　 川 3 55.56 10 9 -1 1 0 1
2 5 0 0 E 5 61.9 21 18 -3 3 0 3
計 395 390 -5 33 11 16

4

遠　 軽 4 66.5 45 45 0 3 0 0
紋　 別 4 62.88 35 34 -1 3 0 1
紋 別 港 4 73.19 24 23 -1 2 0 1
興　 部 4 78.3 15 15 0 1 0 0
雄　 武 4 61.53 13 13 0 0 0 0
滝 上 3 77.8 15 14 -1 1 0 1
計 147 144 -3 10 0 3

 第 2500 地区
前月末
会員数

当月末
会員数 増  減 平均出席率

2243 2205 -38
71.95

女性会員数 154 154 0

例会出席率&会員数推移　2025年6月末報告



1年間大変お世話になり
ありがとうございました

小谷　典之　

佐渡ガバナーと共に
第1回公式訪問　2025年7月10日（木）

帯広西ロータリークラブにて



■ガバナー事務所
〒080-2470 帯広市西20条南5丁目13-3
TEL.0155-65-0357  FAX.0155-65-0358
E-mail：ri2500governor@clock.ocn.ne.jp

■Governor Office
13-3, Minami 5-chome, Nishi 20-jo, Obihiro
080-2470, Japan
Phone: +81-155-65-0357
Fax: +81-155-65-0358
E-mail：ri2500governor@clock.ocn.ne.jp
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facebook
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